
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市長挨拶】 
 

 本市は、平成20年３月に合併後の新生宮古島市として「第１次宮古島市総合計画」

を策定し、将来像である「こころつなぐ 結いの島 宮古
みゃ～く

～みんなでつくる 元気で

誇れる島づくり～」の実現に向けて、これまで各種施策を推進してまいりました。 

 この間、少子高齢化の進行、地方分権の進展など、本市を取り巻く社会情勢が大き

く変化しています。国においては、地方を中心に深刻化する急激な人口減少や少子高

齢化に歯止めをかけるため、地方創生を政策の柱に掲げ取り組みを推進するなど、ま

さに地域社会の独自の取り組み、活力あるまちづくりが地方に求められています。ま

た、地方分権改革の進展を背景に、市民と行政が連携した取り組みの重要性は今後

益々高まっていくものと考えられています。 

 こうした社会情勢の変化を踏まえ、中長期的視点のもと、総合的かつ計画的な行政

運営を進めるために、向こう 10 年間のまちづくりの指針を示す新たな「第 2 次宮古

島市総合計画」を策定しました。計画期間を平成 29 年度から平成 38 年度としてお

り、「心かよう夢と希望に満ちた島 宮古
み ゃ ～ く

～みんなで創る 結いの島～」を基本理念

に掲げ、本市の豊かな自然や暖かい人の繋がりなどの地域特性を活かしながら、夢と

希望にあふれた活力ある島づくりの実現に向け取り組んでまいります。 

 本計画が示す目標の実現には、市民や行政をはじめ様々な担い手がまちづくりに共

に協力することこそが、更なる本市の魅力を高める大きな力になると確信しています。

市民をはじめ、関係者の皆様のより一層のご協力をお願いします。 

結びに、計画の策定にあたりましては、意識調査にて貴重なご意見を頂いた、中・

高校生を含む市民の皆様、熱心にご審議を頂きました宮古島市総合計画審議会委員の

皆様、関係各位に心からお礼申し上げます。 

  

 平成 29 年４月 

 
宮古島市長 下地 敏彦 
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【市木】ガジュマル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市花木】デイゴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市花】ブーゲンビレア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市鳥】サシバ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常緑高木で、熱帯雨林では 20m もの大木にな

ります。 

沖縄では、各島の低地、岸壁面、樹上などに様々

な形で生育しています。 

老大木にもなると、その特異な形状が神秘奇怪

に見えることから「神木霊木」にもなります。 

昔の子どもたちは幹の白い樹液を遊びに用い

たりしました。 

春から初夏にかけて、樹冠全体に紅色の花をつ

けます。 

公園や街路樹としてよく栽培され、沖縄三大名

花とされ、県花にも指定されています。 

また、デイゴの木は、琉球漆器や各種工芸品の

素材としても使われています。 

北風の吹き出す「寒露」の頃（10 月 8 日前後）に、

その風を利用して越冬のためにフィリピン方面へ渡る

小型の猛禽類（ワシやタカの仲間）です。宮古群島は

昔からサシバの渡りの中継地として知られています。

成鳥はカラスほどの大きさで、目が黄色の鋭い顔つき

をしています。 

昔は食糧として、また子どもたちのおもちゃとして捕

獲されていましたが、現在は国際保護鳥に指定され、

保護されています。 

常緑のつる性植物で、赤、青、黄、白と色彩ゆ

たかな花をつけます。 

色のついた部分は花びらではなく、葉の変形し

た苞（ほう）で、本来は花の茎の中にある筒状

の部分です。 

日当たりと水はけの良い場所であれば、土質は

特に選ばず、作り方もいろいろ楽しめる熱帯を

代表する植物の一つです。 

 

 



 

 

 

【市蝶】オオゴマダラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市魚】タカサゴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市貝】スイジガイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成魚の全長は 30cm 前後で、奄美大島からオ

ーストラリアまでの西太平洋やインド洋の熱

帯域沿岸に広く分布しています。 

一年を通して漁獲される沖縄県の主要魚種で、

県魚にも指定され、「グルクン」として親しま

れています。 

生体は青緑がかった体色ですが、水揚げされた

時などは体の側面などが赤くなります。 

羽根を広げた時の大きさが 6～8cm にもなる

日本最大のチョウの一つです。 

餌となるホウライカガミには毒が含まれてお

り、この毒が成虫になっても残るため、敵に襲

われることは少なく、飛ぶ姿はゆるやかで優雅

です。 

サナギは、「黄金のサナギ」としてよく知られ

ています。 

6 本のツノがあり、水の字に似た姿をしてい

ることから、この名前がつけられました（漢

字では「水字貝」）。 

殻が固くて丈夫なことから、装飾品や貝細工

の材料として利用されてきました。また、魔

除けや火難除けとしても利用され、宮古でも

スイジガイのツノを縄で結び、家の軒先や豚

舎の前に吊るす風習が残っています。 

 

 


